
冬の特別メニュー 栄養管理室

　入院されている皆様の食事サービス向上のため、特別メニューとし
て趣向を凝らした御料理をご用意させていただいております。皆様に
満足していただけるよう、和食と洋食を揃えました。
　御料理の内容は、旬の食材や地元の特産品を使用し、季節感の味わ
える内容に仕上げております。御品書きには、使用している食材の栄
養成分についてや、それぞれの料理に込めた思いを添えさせていただ
いております。季節ごとにメニューを更新し、旬の食材をはじめ、注目
を集めている食材や調理法を取り入れていきたいと思っております。
ぜひ一度お試しください。

※和食メニュー、洋食メニューどちらかお好きな方を選択してください。
※主治医の許可が必要なためお断りする場合がありますのでご了承ください。

特別メニューは

●実施日

●対　象

●料　金

夕食　曜日ごとに病棟交代
月３北　火３南　水４北　木４南　金５北
土５南　日 緩和
並菜の患者さん
※先着5名様まで（アレルギー等の対応はできません）
別途1,000円（税込み）いただきます。

● 鴨肉の治部煮　● マグロステーキ おろしソースかけ
● トマト寒天のカプレーゼ　● 散らし寿司　● 根菜の豆乳スープ
● ショコラズコットケーキ

和食

● 鴨肉のポトフ レモン風味　● マグロステーキ おろしソースかけ
● トマト寒天のカプレーゼ　● 根菜の豆乳スープ
● かにのバター醤油パスタ　
● パン盛り合わせ　● ショコラズコットケーキ

洋食

■応募資格 看護師または助産師の資格を有する方、平成２９年３月に
看護師または助産師の資格取得見込みの方。

平成29年度 看護師・助産師
平成29年度採用の看護師・助産師を随時募集しております。応募資格は
下記のとおりです。

みなさんは看護補助者という仕事をご存知ですか？看護補助者は医療の現場で看護師のサポートを
する仕事です。看護補助者として働く際は、資格は必要ありません。やりがいを感じることができる素敵
な職業です。20 ～ 65歳までの幅広い年齢層の方が元気に働いています。

看護補助者（メディカルアシスタント）〈非常勤職員〉

院内の研修も充実しているので、
初心者の方も大丈夫です。勤務は
週32時間で、遅出の時は朝ゆっく
りできます。平日にも休日があるの
で用事もすませることが可能です。

・医療チームの役割について
・医療安全　・感染予防対策
・車いす移送、食事介助、入浴介助など日常生活
にかかわる業務の講義と実技演習など

お問い合わせ先
〒697-8511　島根県浜田市浅井町777-12
独立行政法人国立病院機構浜田医療センター
☎0855（25）0505　（平日9時～17時）
担当： 副看護部長 または 管理課人事担当

研修内容

募集

■内　　容 看護補助業務（若干名）　※1年契約の更新有り（最長３年）

３０～６０分■休憩時間
時間給／８８０円
諸手当／通勤手当、超過勤務手当
賞　与／年２回６万円程度（前年度実績）
社会保険等／健康保険、雇用保険

■給　　与

週３２時間　※週３２時間となるようシフトを組みます。 
①７：００～１３：３０
②７：００～１５：００
③９：００～１５：３０

④１１：００～１７：３０
⑤１１：００～１９：００
⑥１２：３０～１９：００ 

■勤務時間
《主な仕事内容》
・メッセンジャー ・環境整備 ・食事の配膳 ・シャワー浴

☆緩和ケア病棟見学会☆

　看護師が緩和ケアの説明や病棟をご案内します。その後、個別相談も対応して
おります。毎月、第1、第4木曜日の10時から6階病棟　多目的ホールで開催し
ております。興味・ご関心をお持ちの方はお気軽にお越しください。 
　定期開催日以外にも対応しますのでご相談ください。

平成26年2月から緩和ケア病棟について知っていただくための
説明会を行っています。

■お問い合わせ先

☎0855・28・7096（がん相談支援センター）
がん相談支援センター （2階） ／ 地域医療連携室 （2階）

クリスマス会の開催
　12月20日（火）16:00 ～、浜田医療センター 2Fラウ
ンジを会場に、毎年恒例のクリスマス会を開催しました。
このクリスマス会は入院している患者さんにもクリスマ
スの雰囲気を感じてもらおうと開催しています。
　会場の様子は病室内のテレビでも放送され、病棟では
看護学生から入院患者さん1人1人にクリスマスカード
が手渡されました。
　ラウンジには各階から多くの入院患者さんや外来患者

さんに集まって頂きました。会の中では看護学生による
歌、手話、ハンドベル、おおぞら保育園の園児による歌、
ダンスが出し物として披露され、披露後は会場から盛大
な拍手が送られました。
　看護学生や園児の元気あふれる出し物やクリスマス
カードは、患者さんにとって一足早いクリスマスプレゼ
ントになったことと思います。

学生の感想
　クリスマスカードを配ったとき、患者さんから「あ
りがとう」と笑顔を返してくださいました。その笑顔
を見て私たちはとても嬉しかったです。クリスマス
カードは学生全員で手作りしました。入院しておられ
る患者さんに渡すカードだと意識し、明るく暖かい
色を使い、メッセージを一つずつ考えながら作成し
たので、患者さんの笑顔を引き出すことができたの

ではないかと思います。自分の起こした行動で変化が
見られることにとてもやりがいを感じました。また、
保育園児が身体全体を使い笑顔で一生懸命ダンスを
している姿が見ている方々に楽しさや前向きな姿が
伝わるのだと感じました。今回の体験を今後の実習や
学習に役立てていきたいと思います。

1918


